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cn. 1) 衝撃乗数 Impact multiplier 
これはある外生変数 z，の変化にたいして， 同一期間内に生ずる内生変数 Y
の変化をはかる。いうまでもなしそれは行列 π。で与えられる。




いま，外生変数 Zの時間経路壱 (z，; tニ 1，2， ・ ，ーT) であらわし， とれ
に対応して定まる内生変数の時間経路を {Yt;t=l， Z， ・ー，T}であらわそ
う。 zの変化を L1zであらわし，変化が第1期およびそれ以降に生ずるものと
すれば zの新しい時間経路を zt'=ん十L1z，とあらわ「ことができる。乗数を
求める場合には zが第 1期に L1zだけ変化し，それ以後は変化が生じないと想
定する。したがって，z/=Zt+dz。
時間経路 (zι';t=l， 2，・・…・，T)にたいして定まる yの経路を
{y/ ; tニ 1，2， ， T} とすれば，yと〆との経路の差は，
y/ -Yt= 2J TC，: (yr._/ -Y~_i) +π，L1z (2) 
で与えられる。いま z，の乗数効果をみるために，LJz'= (0......0. LlziJ O.・・め
であると想定しよう。 (2)の両辺を L1z，で割ると，
告主=L: n-， ( 1'<c<云己)+π" (3 ) 
巨視的計量そデノレにおける乗数 (83) 83 
となる。これが期における動学乗数である(ただし.1rO!は行列町の第j列〉。
動学乗数は， (3)から，第 l期から始まる逐次計算によって求められる。また




もしマグロ・モデルが定安的であれば zの時間経路 {zι;t=l， 2，ー ，∞} 



































( ; ) 乗数の値1，]:Zの時間経路と独立でない。





が普通である。 たとえば， クライ Yのウオート Y ・スグーノレ・モデノレ(へシジ
ノレバニア大学・四半期)では失業率を4%に維持し， 物価・賃金上昇率が一定の






















dC 白C dY 
dV 百Y"dV












































Pe， tt， pa" Pはそれぞれ消費・投資・独立支出，および GNPのデフレー
















dC ac ac dp ac dP， 
dV~百ず十万戸言v -r百p， すγ
=n. Lι 主主 n. pV豆丘三






eーや /Pp~ dY /子







P - dV / V (4) 




e' þ~ = etc/ eo 
(2)式は dを用いることによってつぎのようにかきかえられるロ
dC . P = a1 -f-(1 + e/ -epc') dV -，p， 
(3)および(5)から，これは
となる。
dC . P 1 =alー ・ (l-ep，) dV -~ t" 










































dY 吋 dY 吋
=ao・併号+a，












~O (90) 第 101巻第1号











ム ， (1日)巧可 1-r柏戸(1 判的十件+(1-e，)b1  
これを(7)で与えられている実質乗数と比較しよう。一見予想されるように











_h P .1-eμ 
1~'1工瓦一










dA - 1一作者一b主す ( 7)' 
dY 1 







































d(P~C) _ ~ Pc ~. I _ 11 ~ ¥ _ dto dY aO王子蜘+a1(1-t1)-al dY 
(13) 
=(苧町(l-t，)+苧)ep，+a.(l-t，)-a岳
PcC I f1 ¥.. 1"' ~ '¥I aj toeρ'(! dtn 訂骨子+(l-ep，)a，(l-t，) +一γ 一ω'dY
制より，
ニ epc:苧+(l-ep，)a，(l ω+斗色町(長 t，) 
したがって，基準時点における貨幣所得乗数は，
dY-a. 
可 ，G) 1ー [叶+(1…J 山 a1t1+咋竺r日)
となる。価格変化を無視して epc=Oとおけば. (t方式の右辺の分母は l-a1 と
巨視的計量モデルにおける尭数 (93) 93 
なれ乗数は 1となる。もし epc>Oならば，通常平均消費係数手が限界消
費係数 a，(l-t，) より大であることから，右辺の分母は 1一向より小となる。




l Y Y J 
であれ均衡財政下の政府支出乗数はかなり 1を上まわることになろう。
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